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今回は2012年の5月10日ゴールデンウィーク明け
に、「チューリップ産業再生戦略を考える」という題
名でシンポジウムを開きまして、富山県のチューリッ
プ球根産業の現状と、これからのチューリップ産業を
どうして行けばぃいかを考える、問題提起として行っ
たシンポジウムの報告をさせていただきます。
富山のチューリップ球根産業ですが、富山では県の
花になっております。県の花としてチューリップをあ
げているのは、富山県と新潟県の2県です。簡単に富
山県の球根産業の歴史という事でこのようにあげまし
た。最初に日本にチューリップが伝来したのは、1863
年 (文久3年)で、フランスからチューリップの球根
が送られて来ました。その後1880年(明治13年)にオ
ランダから日本政府宛に、寄贈されたチューリップの
球根があります。これは帝国大学の植物園で栽培され
ました。当時は花の珍種として紹介されております。
そういう経過を経て1894年(明治27年)に、横浜植木
株式会社がオランダから球根を輸入しております。こ
れが輸入の第1号になります。その後、1918年(大正
7年)に水野豊造という方が、現在の砺波市でチュー
リップ栽培を始めました。富山の場合は水田の裏作と
して広がっております。1937年(昭和12年)にアメリ
カヘ富山から初めて3万球を見本輸出しています。そ
の後戦時中、一時中断して1948年(昭和23年)にまた
富山から輸出を再開しています。この年には10万球の
球根が輸出されています。1952年(昭和27年)に第1
回チューリップフェアが開催されています。チューリ
ップフェアはゴールデンウィークにかけて開催されて
おりまして、当時は5日間開催されています。昭和35
年には23万人、昭和61年には48万8千人の来客数を数
えています。富山では非常に大きな花のイベントにな
つております。平成24年には29万8千人まで落ち込ん
でおりまして、この後球根の価格の変動について説明
いたしますが、比較的にバブルの後、平成4年に向け
てチユーリップの価格が上がっています。チューリッ
プフェアの来場者も、同じ様に平成4年をピークに48
万9千人から徐々に下がってきています。
1954年(昭和29年)には、チューリップが富山県の
「県の花」と定められております。1978年(昭和53年)
チユーリップ球根輸出の富山県の比率が100%となっ
ております。1988年(昭和63年)にオランダ産球根の
輸入自由化。自由化と言らておりますが、隔離検疫制
度の緩和という事で輸入制限を外した形になっており
ます。これからオランダ産のチューリップ球根が非常
に輸入されるという事になっていきます。その為富山
県で生産農家数、生産球数がどんどん減少していくと
いう事になります。
1つ議論があります。「チューリップはいつから人気
があったのか」という話が盛り上がっておりまして、チ
ューリップという花はイメージとして子供の花という
イメージがあると思います。チューリップという童謡
を皆さんご存知だと思いますが、1931年(昭和7年)に
作られております。チューリップの花の童謡が出てい
る頃には、既に子供達にも人気があったのではないか
という話ですが、いろいろな文献を見ていくと、1930年
(昭和5年)頃チューリップが多くの子供達に、認識さ
れてきた時期になるのではないかと。遡って1916年(大
正5年)頃に、一部の園芸の方達に知られる様な存在に
なっていました。1894年(明治27年)頃に輸入が非常に
多く行われていました。この頃から徐々にチューリップ
が一般に認識されるようになつてきたという事ですが、
時代背景で言いますと、1930年(昭和5年)チューリッ
プの歌が出来る少し前ですが、当時は満州事変が始まっ
た頃です。1916年(大正5年)は第一次世界大戦の時期
になります。遡って1894年(明治27年)は日清戦争です。
そういう時代背景の中で、チューリップが流行ってきた。
チユーリップがだんだん子供達に広められていくとい
う、少し戦争背景と重なるところがあります。
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図1 チューリップ球根の生産と輸入
チユーリップの球根生産と輸入のグラフ図1を見て
いただきます。薄い線が輸入で、オランダ産球根の輸
入が自由化された時期から輸入がスタートします。輸
入開始後も暫くは、生産球数が上がっている時期もあ
ります。一時期輸入と同時に上がってきます。これは
平成4年に向けて、バブルにかけて花の消費量が増加
していることに比例しています。その後輸入がどんど
ん増加しているごとに、国内生産は徐々に減少してい
きます。富山県も同じ様に、減少していくという風に
なっていきます。
輸出の方ですが、昭和53年に富山県のチューリップ
が輸出の比率を100%占めていますが、その後昭和63
年にかけてどんどん減少して、現状ではほぼ0%の状
態になっています。輸出産業としては成立していない
状態になっています。この時期、富山県が全国で占め
る割合が一番高いのは、平成15年になりますが、全国
の内55.5%、半分以上は富山県が占めている様な状態
でした。大きな産地では新潟県があげられますが、過
半数を占めたのは平成15年でした。全国で見ますと、
昭和41年から43年にかけてかなリチューリップが植え
られた時期があります。178万球です。その後一旦ぐ
っと落ちて、花の消費に合わせて徐々に上昇はするの
ですが、輸入球根に押されるという流れになっており
ます。
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図2 県内主産地の栽培面積
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図2は、富山県内の主要な産地の栽培面積です。富
山県内では砺波市、高岡市などが非常に大きな産地に
なっております。後は入善町です。砺波市と高岡市で
図3は、チューリップの生産農家数です。薄い線が
農家の数になります。生産農家数は一時期かなり上が
つて下落し、かなり少なくなっております。この上が
った時期は昭和30年代ですが、この時期の生産農家数
は1,600戸を超える位に上がっているのですが、 1農
家当たりの面積はそんなに上がっていません。水田
の裏作として、チューリップは意外と高価だという事
で、小さな面積だけ栽培するという形で農家が急速に
増えました。でも手間がかかり大変だという事で、か
なり減少していきます。一気に減少して、一旦600戸
を切る辺りで落ち着いて、徐々に今減少していると。
県内の約50%を占めております。全体の栽培面積も大
分増えたのですが、その後ずっと減少を続けておりま
す。
現在160戸しかございません。1,600戸からかなり減少
しています。これに対して1農家当たりの面積はどん
どん上昇して、 l ha辺りで横ばいになっております。
1農家当たりの面積という事で見ると、かなり集約さ
れてきている、規模がだんだん大きくなってきている
という形になります。全国的に見ると平均として、約
0.6haが球根栽培農家の平均的な面積です。これに対
して富山では0.9～l haの間で推移しています。隣の
新潟県の場合は若千規模が小さくて、半分の0.5ha位
の栽培面積が平均とならております。だいたいこの位
で続いていくのかなという感じになっております。
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図3 チューリップ生産農家数、 1農家当たり栽培面積の推移
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図4 チューリップ球根 1球当たり価額
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図4は、チューリップの 1球当たりの価格ですが、
輸入自由化された昭和63年にラインが引いてあります
が、この辺は物価の上昇もありますので、どうとも言
えないのですが、平成4年にかけて価格もぐっと上が
10a当たり出荷球数
(個)
30000
25000
2000o
15000
10000
232731 3539434751 555963 4 8 12 1620
年(昭和・平成)
ップ球根産業 一― 北陸地域政策研究フォーラム 2012年度報告 ――
つております。その後ずっと下落を続けていて、平成
4年のピーク時から、3割位は下落した水準で推移し
ています。
図5 10a当たり出荷球数 10a当たり生産額
図5では、10a当たりの出荷球数と生産額の推移が
並べてありますが、生産性の問題になってきます。水
田の裏作という事ですが、チューリップは同じ場所で
は毎年作れません。ですから場所の入れ替えをしてい
かなければいけないという事を考慮しても、田んぼは
たくさんあります。余剰の田んぼがある中で、10a当
たりの出荷球数は20,000から25,000までの中で動いて
います。同じ面積当たりで穫れる球数としては、そん
なに多くない。生産額の方になると、価格の問題があ
ります。価格は平成4年をピークに下がつてきていま
す。これを受けて生産額も下落しています。
チユーリップ農家の減少を踏まえて、生産額もどん
どん減り、栽培面積もどんどん減らしてきている。そ
して輸入球根は増えてきている。ただ輸入球根も価格
の下落に伴って、輸入は少し減ってきている、という
現状の中で 「いかに富山のチューリップを続けるかを
考えましょう」というシンポジウムを開催しました。
2012年5月10日にフラワーシンポジウム 「花き産業の
新しい展開」と題しまして、砺波市のチューリップ四
季彩館で行いました。オランダからニコ。デ ・ハルト
先生をお招きして(基調講演を行いました。「ォランダ
の花き産業一グローバルビジネスとォランダの挑戦」
というテーマで、オランダでの状況、チューリップ産
業がどのように行われているか、またオランダの挑戦
という事ですので、オランダはかなり機械化が進んで
おります。生産性を上げるという事で、いろいろな試
みが行われているという基調講演が行われました。
その第2部として、パネルディスカッション 「とや
まのチュ‐リップ産業再生戦略を考える」というテー
マで、実際に砺波と高岡でチューリップ栽培をして
いるという方、園芸産業の 「北山ナーセリー」という
会社の社長さん、花き産業の研究者の方でパネルディ
スカッションを行いました。現状でチューリップが売
れないという話、生産の問題などいろいろな問題につ
いて話を聞きました。富山で非常に有名な伊藤さんと
いう方ですが、会社を作っていらっしゃって、大学を
出て2年間オランダで研修をされ、家業の農家を継い
で、チユーリップの球根、切り花、水稲の栽培に携わ
っていらっしゃいます。平成20年に 「センティア」と
いう会社を設立し、現在、チューリップの球根、チュ
ーリップの切り花を中心に農業を行われています。そ
の方の生産者としての新しい取り組みですが、オラン
ダの生産方式での球根生産を行っています。規模拡大
を図りながらコストを削減する。品質を落とさない様
に、量よりも質を重視するという形で現在取り組んで
います。生産者の方から価格を決めていける様な、生
産方式にしていきたいという事を考えていらっしゃい
ます。伊藤さんの場合はチューリップ球根で5 haで
す。切り花の平均生産本数は約50万本で、帰国された
時は13万本、3倍以上に増やしています。オランダの
生産方法によって、切り花をより多く作るという形で
生産をしています。家族経営で、日本のスタイルです。
家族経営でも会社組織にしてコスト意識を高め、人を
雇つて経営していくという形を取っています。ただォ
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ランダの場合は、 1円のコストを下げる為にいろいろ
な事を考えて生産をしていく。でも1円高く売る事に
関して考える事はないのだという事を言われていまし
た。
福江さんは、県庁から脱サラしてチユーリップ農家
に就職したという方です。多品種のチューリップを生
産しているという形で、チューリップの素晴らしさを
知ってほしいという事です。こちらの方はいかに高く
売るかという1つの方法、チューリップをより多くの
方に知ってもらう、どいう活動をしていらっしゃいま
す。富山市の中心市街地に農産物を販売する店があり
ますが、ここでチューリップの切り花5,000本を販売
するというイベントをされています。またチューリッ
プの刈り取り体験、これはチャリテイーですが、そう
いうイベントでチューリップに少しで触れてもらう、
という事をされています。
今度は販売側です。園芸販売会社北山ナーセリーの
社長ですが、コンサルタントセールス、お客様に少し
でも相談を受けながら、コンサルティングしながら売
っていく、というスタイルを取りたいと。園芸の場合
は、この30年間でお客様にかなり変化があり、20年程
前は男性を中心として趣味の園芸で、客数は少なくて
も男性の場合客単価は非常に高い、年間の変動も少な
い。要は日差しが強い日は、女性は買い物に出ないと
かという一面がある様ですが、男性は一年間中天候が
良かろうと悪かろうと、園芸にお金を費やすと。95年
頃ガーデニングブームが来て、花や苗の出荷が随分延
びた時期がありました。その後バブル崩壊後、女`隆
の
「飾る園芸」というのが、流行っています。女性は敏
感で、暑くても寒くても店には来ない。売る期間や売
る量が限定され、しかも高品質である事が要求される、
という事で売るのが非常に難しいというのが、最近の
傾向ですが、二層に分かれています。園芸に関して1
つは、リタイア後のシニア、もう1つは家を新築する
様な時期の30代の方、こういう二層が中心になってき
ています。
チューリップをいかに売ればいいかという戦略です
が、砺波のチューリップはブランド化が非常に成功し
ていて、知名度が高い。特に1995年から2000年頃が非
常によく売れました。ところがチューリップはチュー
リップで、咲いたら同じであると、要は咲いてしまっ
たら差別化が難しい、咲いてしまったらオランダのチ
ューリツプなのか、富山のチューリップなのかが、あ
まり区別がつかない。そこで富山のチューリップを売
り出す場合には、非常に工夫が必要であります。ブラ
ンドというのは常にイノベーションがなければ、劣化
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してしまう。現在ブランドがあるので、そのブランド
をいかに生かしながら、商品やサービスを提供するか、
これが非常に難しいという事です。
花き産業研究家の河野さんという方の提言ですが、
コンビニエンスストアが非常に増えている中で、花の
販売がまだ本格的ではないという状態です。大手チェ
ーン店で実験をされたのですが、圧倒的に若い男性が
夜に花を買うという結果が出たそうです。売り方や売
り場、プロモーションの仕方で、新しい需要が開拓可
能である。アイディアを次々出していく。またオープ
ンイノベーションとして、情報を夕l・lこ出して、フイー
ドバックして新しいものを産み出して、販売を考えて
いくという風に提言されています。
行政の取り組みですが、富山県の方は研究施設を作
り、オランダはネット栽培という方法で取つているの
ですが、生産方式を調査研究し、富山に持って帰ると
いう方法で、生産面のいろいろな支援を行っています。
砺波市は、砺波のチューリップということで力を入れ
ていまして、生産者育成の為の助成、販売促進の為の
いろいろな企画をやっています。チューリップフェア
などの観光もやっています。富山市の場合は、富山市
の花に対していくらお金を使うかですが、2010年の県
庁所在都市では31位です。ところが園芸にかける費用
は高くて11位です。花は育てるけど、買わないという
傾向が出ています。ある意味それに対する挑戦ですが、
富山市は 「とやま花Tram」というキャンペーンをや
っています。これは市が主導してやっているのですが、
市内電車やポートラムに乗る時に500円以上の花を買
う。花束を買って乗れば、電車が無料になるというキ
ャンペーンをやっています。これは生産に関して今ま
で考えてきたのですが、販売をどうするかという考え
です。それに加えて消費者の花に対する文化に影響を
与えていこうという、今までとは変わったやり方です。
花を買うという文化が富山であんまり根付いていな
い、という部分を何とかして例えば今の形で、電車に
乗る人に花束を持たせることができればいい。これが
どの程度花の文化を定着させるか、というと非常に難
しいのですが、ただ消費する側に対する意識、例えば
チューリップの花を直に添えるという販売面での工夫
ではなく、消費者側に対するアプローチとして、非常
に面白い政策を行っています。チューリップに関して
結論が出るというものではありませんが、現在、我々
はこのようなテーマを共同研究しております。
